
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そろそろ編み物がしたい季節で

すね？一緒に手作りを楽しみま

せんか？？ 

ちくちく手しごとの会 
  

【日時】11/28（金）１４時～ 

【参加】無料（出入自由）       

 

【日時】 １１/５（水）１３～１６時  【参加】 無料（出入自由） 

本をよむよむかたる会 

 
本についてわいわい語り合う集まりです♪今回のテーマは

「宮沢賢治」！本好きさんのご参加お待ちしています！！ 

やまんなか便り   
 
発行元：南山城村役場 産業観光課 

発行日：令和７年１１月１日 

 

みんなで一緒にご飯を食べましょう！おひとり参加でも大丈

夫です♡お気軽にお問合わせください♪ 

やまんなか ランチ会 

【日時】 １１/１９（水） １２時３０分～ 

【参加】 ７00円 ※未就学児以下無料 

【申込】 要予約。お電話、メール、スタッフまで 

移住交流スペース「やまんなか」 
(田山の郵便局のお隣り  )

✉ 

 

１１/３０の直売所イベント出演に

向けて、練習します♪飛び入り

参加大歓迎！！(^^)/ 

みんなで笛を吹こう

会 

【日時】11/19（水）１０～１２時 

【参加】無料（出入自由） 

 

旧大河原村の地域で秋のお祭りにあわせて作られている

鯖寿司。今年も、ご希望の声にお応えして開催します！ 

竹の皮に包んだ状態で、1本まるごとお持ち帰り～！ 

良子さんの 鯖寿司作り教室 

【日  時】 １１/１５（土） １３時３０分～１６時 

【参加費】 材料費を参加人数で割り勘 （２５００円前後）  

【持ち物】 エプロン ・ 三角巾 ・ タオル 

【定  員】 先着 10名 

    ※1１/１０（月）までに要予約 

 

【日時】 １１/２６（水）１４時～ 

【参加】 無料（出入自由） 

ZINE（ジン）の会 
 

自由に発信する手作りの紙

冊子「ZINE」を作っていま

す！見学も大歓迎です★ 

原稿サイズは A5🖊 

持込大歓迎です！！ 

 

●12/13（土） 

移住現地ツアーin南山城村 

＜今後の予定＞ 

 

移住希望者さんを対象
に、村を知ってもらうツ
アーを開催します！ 

☎ ０７４３-９４-０６６６ 
murapura163@gmail.com 開館：水・金・土  

10～16時 



空き家の現地確認に行く前に、やっておかねばならない事   

                              移住交流推進員   野﨑弘之 

さて、前回に引き続き「空き家」の事を書きます。「街の物件と

田舎の物件とで最も大きな違いは何ですか？」と問われたら、躊

躇なく「敷地の広さ」と回答しますね。もちろんそれは、街の人

から見ればとっても魅力的な事なのかもしれないですが、実際に

現地に足を運んでみると、そんな甘いもんじゃないと考えさせら

れます。このお宅、母屋に行くまでのアプローチがとても長いの

です。道の幅は結構広いのですが、田んぼの畦道みたいになって

て、ず～っと雑草が覆い茂っているんですよね。空き家の現地確

認には、担当職員と空き家バンクアドバイザーと僕の３人で行く

のが通常なのですが、この状態だとヘビが出て来たり、クモの巣

が絡みついたりと、ちょっと職員とアドバイザーの２人に辛い思

いをさせてしまいそうで・・・。という訳で！事前に草刈りをし

ておく必要があるのですが、もちろん自分の出番となります(笑)。

気合いを入れて調子よく刈っていたのですが、

物件に近付くほど雑草が酷い状態で、完全に時

間配分と体力配分を間違ってしまいました(-_-;)。

刈り終わる頃には、すっかり夕暮れになってし

まいましたね。でも草刈りをしながら、いつも考

える事なのですが、これが日常の「暮らし」の一

部だと念頭に置いていないと、「田舎暮らしに憧

れて☆」なんて簡単に言えないと思うんですよ

ね。今回こうして無事に３人で現地に来れたわ

けですが、先ほども言った通り、田舎物件は敷地

が広いので管理が大変です。ここを街の人は想

定できずに、ただ漠然と敷地の広さを求めて移

住相談に来られるのです。冷静に考えれば、まず

草刈り機を購入しなきゃならないし、燃料代だ

って毎回馬鹿にならないし、時間だって相当奪われてしまうし・・・。そういうネガティブな事実

も、最初に伝えておかねばならないと思っています。

当然、物件自体のネガティブな部分も事前に確認し

ておく必要があります。「もし自分がこの物件で暮ら

すとしたら？」というのを常々思い描きながら、各物

件のメリットとデメリットを現地で自分の頭の中に

落とし込んでいきます。「移住促進」というハードル

の高さを感じながら、「誰でもいい」という訳ではな

いのではないか？「人を選ぶ」という事も必要ではな

いか？と、個人的にはそんな考えを持っています。 

 


